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１．支援活動概要

２．幹線市道の通行状況確認

３．支援業務内容の変更

４．市道被災状況調査

５．ＩＣＴ技術の試験的活用
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期間 職員 人数

第１陣 1/12～1/16 ５日間 主任 企画主査 主査 ３名

第２陣 1/16～1/20 ５日間 主任 企画主査 主事 ３名

第３陣 1/20～1/24 ５日間 主任 企画主査 主事 ３名

第４陣 1/24～1/28 ５日間 課長 主任 主査 ３名

第５陣 1/28～2/1 ５日間 主任 主任 主査 ３名

第６陣 2/1～2/5 ５日間 主任 企画主査 主査 ３名

計 1/12～2/5 ２５日間 ー １８名

【目的】
珠洲市における公共土木施設の応急復旧支援
【期間】
当初から第３陣までの派遣は決まっていたが、期限は未定であった。
業務内容や他支援団体との調整の結果、第６陣までの派遣となった。
【体制】
３名１パーティーの５日間交代（移動含む）
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06:30 出発式
06:45 福井県庁発
13:00 珠洲市役所着

（約６時間後に到着）

出発式 1/12 6:00時点アクセスルート
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14：00 市担当課との初回打合せ（支援業務内容の確認）
〇道路啓開後の幹線市道の通行状況確認
〇市管理公園の被災状況確認

15：30 幹線市道の通行状況確認を開始
18：00 帰所
19：00 市担当課への確認結果報告

市担当課との初回打合せ 市担当課への確認結果報告
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08：00 幹線市道の通行状況確認を開始
13：30 帰所（積雪が多くなり、現地確認が困難になったため）
14：00 確認結果とりまとめ

1/12 10:00時点通行可能道路
（国道,県道,市道含む）

１日目 6路線確認（赤色路線）
２日目 15路線確認（黄色路線）

幹線市道の通行状況確認結果
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【通行可否の判断基準】
SUV車のような車高の高い乗用車が最徐行で走行し、大きな段差亀裂が
視認された場合でも、当該箇所を乗り越えることが物理的に可能かどうか

通行可能（１車線確保済） 通行可能（１車線確保済）
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【通行可否の判断基準】
SUV車のような車高の高い乗用車が最徐行で走行し、大きな段差亀裂が
視認された場合でも、当該箇所を乗り越えることが物理的に可能かどうか

通行可能（左側段差小、右側段差大） 通行不可能（段差大）
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09：30 珠洲市、北陸地整、中部地整、近畿地整、神戸市との合同打合せ
〇市道被災状況調査を分担して実施
（TEC-FORCEが実施中の市道被災状況調査について、被害が甚大であり、
調査が思うように進捗していなかったため）

13：30 市道被災状況調査を開始

合同打合せ 調査路線の分担に関する協議



合同打合せ後の組織図

兵庫県・神戸市

北陸地方整備局

中部地方整備局

近畿地方整備局

福井県

被災状況調査班

北陸地方整備局

道路啓開班

被災状況調査班

福井県

合同打合せ前の組織図

通行状況確認班
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TEC-FORCE

北陸地方整備局

道路啓開班

TEC-FORCE

四国地方整備局

北陸地方整備局

中部地方整備局

近畿地方整備局

四国地方整備局
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【執務室の変更】
廊下の一角を執務室としていたが、TEC-FORCEに加わったことで、
兵庫県・神戸市とともに北陸地整（道路啓開班）と同じ執務室に移動

合同打合せ後の執務室合同打合せ前の執務室
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最終的に福井県は、９路線２０.８kmの市道被災状況調査を担当。
担当路線の内、積雪により、２路線２.７kmは調査ができなかった。

赤線：福井県担当路線
黒線：被災状況調査対象路線
※市道は黒線以外にもあり

積雪による
調査不可区間

積雪による
調査不可区間
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道路延長に対する被災延長の割合が高い印象
例えば、路線番号７９の場合、道路延長に対する被災割合は約４０％
（被災延長0.8km/道路延長1.9km≒42.1％、※路面損傷のみのような被災区間も含む）
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地震の横揺れによる側方流動により道路盛土が崩壊したケース

側方流動による盛土崩壊
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橋梁取付部の盛土崩壊により大きな段差が発生したケース

※応急対策済
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下水道等の大口径管の埋設部において路面損傷が発生したケース
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TEC-FORCEの様式に合わせて作成
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１月２９日および２月４日に珠洲市へ調査結果の報告書を提出
２月４日の報告書提出をもって、公共土木施設応急復旧支援が完了

【１月２９日報告書提出】
左から福井県、兵庫県、神戸市、珠洲市⾧、中部地整、近畿地整

※四国地整は個別に珠洲市に調査結果報告書を提出済

【２月４日報告書提出】
左から福井県、中部地整、珠洲市環境建設課、近畿地整
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調査の作業補助を目的として、３６０度カメラを活用

【概要】
・全方位上下左右を同時撮影
・機材は軽量でコンパクト

【メリット】
・被災区間を縦断方向に歩いて撮影
することで、短時間に包括的な記録が
可能
・帰所後も撮影した動画で、現地状況
を再確認することが可能
・撮影画像は通常再生では歪んだ映
像となるが、専用再生ソフトではグー
グルストリートビューのような映像確認
が可能 ３６０度カメラの撮影画像
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調査の作業補助を目的として、ドローン撮影画像を３次元データ化

【概要】
・ドローン撮影画像を専用ツールを活用し
て、３次元データを作成
※ドローン撮影画像を現場から県庁に送付、庁内の
ICT推進担当者が３次元データを作成し現場に返信

【メリット】
・ポール横断測量、テープ延長測量等を
行わなくても、データ上で任意の計測（距
離、高さ、面積等）が可能であり、作業が
迅速化
・法面崩壊箇所の撮影画像から、崩壊規
模などをデータ上で把握することが可能で
あり、作業の安全性確保に効果

法面崩壊部の３次元データ化


